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令和7年度6研究所連携プロジェクト各分野研究課題（抜粋）

1. 高張力鋼板とマグネシウムの抵抗スポット接合技術に関する研究  
 （阪大接合研－東北大金研）

2. 摩擦攪拌接合した二相ステンレス鋼の低温変形中その場
中性子回折法による変形挙動解析 

（阪大接合研－東北大金研）
3. Fe-Mg異種接合部の異種接合部の微細組織構造に基づく
強度最適化指針の提案 （阪大接合研－東北大金研）

4. NiメッキCu合金コンタクトチップの高耐久化
（阪大接合研－東北大金研）

5. 非混和性材料機械的接合部の微細組織構造再構成を利用した
引張特性評価手法の検討 （阪大接合研－東北大金研）

6. アーク溶接及びWAAMのプロセス原理解明と精密制御技術の開発  
（阪大接合研－東北大金研）

7. プラズマ触媒作用による低温・高活性ガスコンバージョンプロセスの創生  
 （阪大接合研－名大未来研－東北大金研）

8. 水との相界面を反応場とするグリーン粒子合成と特性評価 
（阪大接合研－名大未来研）

9. Fabrication of hydrogen fuel catalysts with macro and 
meso porosity by stereolithography and high temperature 
liquid metal dealloying （阪大接合研－東北大金研）

10. 高次構造制御ナノチタン酸化物により水質浄化を実現する環境配慮型水処理技術
の確立 （東北大金研－阪大接合研－東京科学大医歯学総合研究科－企業）

11. ありふれた元素からなる高性能熱電変換材料の設計と開発 
（東京科学大フロンティア材料研－名大未来研）

12.リン酸ビスマスナノ粒子触媒によるメタンの直接酸化反応  
（東京科学大フロンティア材料研－名大未来研）

13. 渦輪による密度成層流体の混合に関する数値的研究 
（名大未来研－早大ナノ・ライフ機構）

14.プラズマ触媒作用によるメタネーション技術の創生 
（阪大接合研－名大未来研）

15. ナノ材料の低次元・多元素化と界面機能探索  
 （阪大接合研－名大未来研）

16. 原子膜技術による革新的蓄電デバイスの創成 （名大未来研）
17. 異常ネルンスト効果を基軸としたスピン熱磁気発電材料の開発 

（名大未来研－東北大金研）
18. 異常ネルンスト効果を基軸としたスピン熱磁気発電デバイス化技術

の開発 （名大未来研－東京科学大フロンティア材料研）
19. 熱分解誘起相分離を用いた機能性セラミックス粒子の創成  

（名大未来研－東京科学大フロンティア材料研）
20.CeO2系ナノ粒子によるナノギャップ酸素センサー  
 （名大未来研－東京科学大フロンティア材料研）

21. 水溶媒が創出する新規吸着材  
 （名大未来研－東京科学大フロンティア材料研）

22. 無機ナノシートの構造物性解明  
 （名大未来研－東京科学大フロンティア材料研）

○環境・エネルギー材料分野
23.  低温作動固体酸化物形燃料電池の高次ナノ・ミクロ構造制御 

（名大未来研－阪大接合研）
24. 多孔性ナノシート化の合成基盤確立と革新的熱電材料の創成  
 （名大未来研－早大ナノ・ライフ機構）

25. 欠陥制御による蓄電材料開発 （名大未来研）
26. 有機レドックスフロー電池の開発 （早大ナノ・ライフ機構）
27. 窒化物半導体の熱電材料応用 （早大ナノ・ライフ機構）
28.ダイヤモンド省エネデバイス （早大ナノ・ライフ機構）
29. 有機固体電解質の開拓と全固体二次電池への応用 

（早大ナノ・ライフ機構）
30. ナノシート熱電変換デバイスの開発  
（早大ナノ・ライフ機構－名大未来研－東京科学大フロンティア材料研）

31. 先進的合成手法を駆使した高機能非鉛材料の探索  
 （東京科学大フロンティア材料研－東北大金研）

32. 計算科学に立脚した新規無機材料の設計・探索  
 （東京科学大フロンティア材料研－東北大金研）

33. 機械学習を用いた半導体・誘電体材料探索手法の開発  
 （東京科学大フロンティア材料研－東北大金研）

34. 高難度酸化反応を可能とする金属酸化物触媒の開発  
 （東京科学大フロンティア材料研－東北大金研－名大理学研究科）

35. 高機能複相銅合金創製のための基礎的・実践的研究  
 （東北大金研－阪大接合研）

1. 表面組成・構造制御による抗菌・ウイルス不活化機能の向上  
 （阪大接合研－東京科学大フロンティア材料研）

2. 造形場の温度制御による高強度LPBF Ti64合金の集合組織の
微細化と等方化 （阪大接合研－東北大金研）

3. Future directions in medical alloy design: Ti-based alloys and their fabrication 
via additive manufacturing techniques （阪大接合研－東北大金研）

4. 可視光応答型酸化チタンの開発および医療応用  
 （東北大金研－東北大歯学研究科－東京科学大生材研）

5. がん治療用セラミックスの創製  
 （東北大歯学研究科－東京科学大生材研－阪大接合研）

6. マイクロ流体デバイスを用いた培養神経回路の構造機能制御  
 （東北大電気通信研究所－早大ナノ・ライフ機構）

7. 天然ミネラルを活用した口腔内環境改善と疾患予防  
（東北大金研－阪大接合研－民間企業）

8. 金属ガラスの温間加工性を向上するための加熱条件最適化解析  
 （東北大金研－阪大接合研）

9. インプラント表面のマテリアルデザイン－生体活性と抗菌性の両立－
 （東北大金研－東京科学大物質理工学院）
10. 光造形プロセスにおける組織制御法の確立と人工歯冠への
多次元機能発現 （東北大歯学研究科－阪大接合研）

11.セラミック人工歯の光造形アディティブ・マニュファクチャリング  
 （東北大金研－名大未来研－阪大接合研－東北大歯学研究科）

12. 歯科用セラミック部材の精密アディティブ・マニュファクチャリング  
（東北大金研－名大未来研－阪大接合研－東北大歯学研究科）

13. 生体用形状記憶合金の開発と機能評価表  
 （東北大歯学研究科－東京科学大フロンティア材料研）

14. 可視光応答型TiO2による抗菌・抗ウイルス表面の創製  
 （東北大工学研究科）

15. ナノチタン酸化物の高次構造・集積制御
 （東京科学大医歯学総合研究科－阪大接合研－東北大金研）
16. 鉄含有チタン二相合金の強度解析手法の確立と強化因子の特定 

（阪大接合研－東北大金研）
17. 超高靭性なセラミックス骨修復材料の創製 （東京科学大生材研－阪大）
18. 診断と治療を両立する多機能骨修復材料の創製  
 （東京科学大生材研－名大）

19. 積層造形金属と歯科材料の接着 （東京科学大）
20. 荷電ハイドロキシアパタイトを用いた下肢虚血に対する血管新生治療 

（東京科学大）
21. X線造影性と強度を兼ね備えた新規歯内療法用セメントの開発  

（東京科学大）
22. 積層造型法を用いたスポーツ用フェイスシールドの開発・評価  

（東京科学大）
23.ボロン酸保護基を応用した新規開裂反応化学の開拓 

（東京科学大生材研）
24. 新規ボロン酸複合体の構造解析 （東京科学大生材研）
25. 新規ボロン酸複合体の電子状態の解析 （東京科学大生材研）
26. ボロン酸複合体の開裂反応速度制御による高分子機能材料の創成 

（東京科学大生材研）
27. 新規インジェクタブルゲルの開発 （東京科学大生材研）
28. 貼るだけ人工膵臓の開発 （東京科学大生材研）
29. mRNAデリバリー技術の開発 （東京科学大生材研）
30. 経皮的な服薬管理技術の開発 （東京科学大生材研）
31.ボロン酸による分子認識を応用した診断・治療技術
 （東京科学大生材研－東北大）
32. 環境発電応用に向けた高分子エレクトレットの創製 

（東京科学大生材研－名大未来研）

○バイオ・医療機器材料分野
33. 人工タンパク質ナノファイバーの構造解析 

（東京科学大生材研－東京科学大フロンティア材料研）
34.リン酸カルシウム系化合物の骨形成促進的新規人工骨による
骨形成実験 （東京科学大）

35. アモルファスMg-Ca膜によるインプラント表面の開発 （東京科学大）
36. 水との相界面を反応場とする粒子合成と機能探索 

（阪大接合研－名大未来研）
37. 気流制御と深紫外線LEDの融合によるウイルス不活化装置の開発 

（名大未来研－早大ナノ・ライフ機構）
38.ウイルス不活化機能をもつエアカーテン装置の創出

（名大未来研－早大ナノ・ライフ機構）
39. 血管治療機器用AuCuAl生体用形状記憶合金の開発  

（東京科学大フロンティア材料研－東京科学大生材研－東北大歯学研究科）
40. 貴金属系次世代カテーテルおよび生体適合性形状記憶合金の開発  

 （東京科学大フロンティア材料研－東北大歯学研究科）
41. 歯科インプラント材料への新機能創製のためのレーザー加工技術の開発 

（阪大接合研－東北大金研－東京科学大フロンティア材料研）
42. Additive manufacturing of Ti-Mo-Zr alloys: a pathway to 

superior mechanical properties and bioactivity
 （阪大接合研－東北大金研）
43. 大気圧非平衡低温プラズマ照射による異材接合技術の開発と生体材料への

応用に向けた適合性評価 （阪大接合研－東京科学大生材研）
44.αチタン合金の底面配向制御による高剛性化  
 （阪大接合研－東北大金研）

45. 光応答型抗菌・骨形成促進性ジルコニア系コーティングの開発  
 （東京科学大）

45. 口腔内環境を改善する持続放出型抗菌性義歯床用材料の開発  
 （東京科学大）

1. マルチスケール材料融合によるはんだ材料の高機能化 
（阪大接合研－東北大金研）

2. アモルファス半導体を用いた薄膜トランジスタの低温形成に向けたプラズマ
プロセス技術の開発 （阪大接合研－東京科学大フロンティア材料研）

3. Mn-Bi電析膜の作製と磁気特性  
 （東北大金研－早大ナノ・ライフ機構）

4. 新規ハーフメタル型フェリ磁性体の探索研究 （東北大金研）

5. ナノ構造誘起規則化法による強磁性体ナノワイヤを用いたスピンデバイスの創製 
（東京科学大フロンティア材料研－名大未来研）

6. 強誘電ナノシートによるナノクロスポイント強誘電トンネル接合の開発 
（東京科学大フロンティア材料研－名大未来研）

7. 非晶質Fe3O4‒Bi2O3‒B2O3の光電子物性  
（東京科学大フロンティア材料研－名大未来研）

8. 反応性スパッタ法を用いた重金属窒化物の薄膜成長  
 （東京科学大フロンティア材料研－名大未来研）

○情報通信材料分野
9. 室温ナノシート集積技術の高度化とセラミックス製造の革新  
 （名大未来研－阪大接合研）

10. 計算科学・データ科学を活用した新無機半導体の設計と開発 
（東京科学大フロンティア材料研－早大ナノ・ライフ機構）

11.アモルファス酸化物半導体の新規応用の開拓 
（東京科学大フロンティア材料研－阪大接合研）

1. Mo固溶ジルコニウムクロム銅作製基盤確立と革新的コンタクトチップの創成
（東北大金研－阪大接合研）

2. 金属ガラスの温間インプリント加工に関する数値解析と実験検証
（東北大金研－阪大接合研）

○要素材料・技術開発分野

国際・産学連携
インヴァースイノベーション
材料創出プロジェクト
（出島プロジェクト）

名古屋大学 未来材料・システム研究所名古屋大学 未来材料・システム研究所
名古屋大学［東山キャンパス］
〒464-8603  愛知県名古屋市千種区不老町
URL   https://www.imass.nagoya-u.ac.jp/

大阪大学 接合科学研究所大阪大学 接合科学研究所
大阪大学［吹田キャンパス］
〒567-0047  大阪府茨木市美穂ヶ丘11-1
URL   https://www.jwri.osaka-u.ac.jp/

東北大学 金属材料研究所東北大学 金属材料研究所
東北大学［片平キャンパス］
〒980-8577  宮城県仙台市青葉区片平2-1-1
URL   https://www.imr.tohoku.ac.jp/

東京科学大学 フロンティア材料研究所東京科学大学 フロンティア材料研究所
東京科学大学［すずかけ台キャンパス］
〒226-8501  神奈川県横浜市緑区長津田町4259
URL   https://www.msl.iir.isct.ac.jp/

早稲田大学 ナノ・ライフ創新研究機構早稲田大学 ナノ・ライフ創新研究機構
早稲田大学［早稲田キャンパス］
〒162-0041  東京都新宿区早稲田鶴巻町513
URL   https://www.waseda.jp/inst/nanolife/

東京科学大学 生体材料工学研究所東京科学大学 生体材料工学研究所
東京科学大学［駿河台キャンパス］
〒101-0062  東京都千代田区神田駿河台2-3-10
URL   https://www.lbb.iir.isct.ac.jp/

【組織整備事業】
マテリアル革新力強化のための
5大学６研究所間連携体制の構築
（コア出島・マルチ出島）

主幹校
大阪大学 接合科学研究所

〒567-0047  大阪府茨木市美穂ケ丘11-1
Tel: 06（6879）4370　Fax: 06（6879）4370　
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　強誘電体は、無機化学の教科書的材料であるが、電子材料技術の中心として今なお研究者を魅了し続け
ている。近年、第一原理計算を援用した物質探索が進展している一方で、実際の物質合成は依然として高
温固相反応に依存しており、熱力学的安定相が主な研究対象となっている。実際、これまでに報告されてい
る強誘電体は、単純ペロスカイトや2層、3層の層状ペロブスカイトなど、比較的単純な系に限られており、合
成が困難な4層以上の多層系や準安定相を利用した材料設計は未開拓の領域として残されている。こうし
た課題に対し、名古屋大学グループでは、積木細工の要領でペロブスカイト層を1層ずつ積み重ねることで
多層構造を構築する「原子層制御法」を開発し、従来合成が困難であった多層ペロブスカイト強誘電体Cs
(Bi₂Srm‒₃)(Tim‒₁Nb)O₃m+₁（m=4,5）の創製に成功した（図１）。放射光X線回折、電子線回折、第二次高調
波発生、ラマン分光による構造解析の結果、この系では、ペロブスカイト層数の奇偶性に応じて強誘電発現
機構が変化し、奇数層では従来の変位型強誘電性であるのに対し、偶数層では八面体の回転・傾斜モード
によって強誘電性が誘起されるハイブリッド間接型強誘電性（hybrid improper ferroelectricity; HIF）機
構が支配的となることが明らかとなった。特に、4層系Cs(Bi₂Sr)(Ti₃Nb)O₁₃は、4層以上の多層DJペロブス
カイトにおける初の間接型強誘電体として位置付けられる。本成果は、強誘電体開発における材料探索空間
を大きく拡げ、既存の材料・技術では実現困難な新材料・新機能の開拓への重要な指針を与えるものと期待
される。
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幹事研究所所長あいさつ
　1年間の事前準備期間を経て、2022年4月に開始された「国際・産学連携インヴァースイノ
ベーション材料創出プロジェクト-DEJI2MA：Design and Engineering by Joint Inverse 
Innovation for Material Architecture-」も残り２年となりました。本事業では、大阪大学
接合科学研究所、東北大学金属材料研究所、名古屋大学未来材料・システム研究所、早稲田
大学ナノ・ライフ創新研究機構、東京科学大学フロンティア材料研究所および生体材料工学
研究所の５大学６研究所・機構が、それぞれの機能、強みを融合し、環境・エネルギー材料分
野、情報通信材料分野、バイオ・医療機器材料分野での革新的な技術創出を加速化するとと
もに、新たな学術研究体系の構築し、未来を豊かにする革新材料を創出できる若手研究者・
技術者の育成を行っています。
　毎年、公開討論会や国際シンポジウム、出島コンソーシアム・セミナー等の活動を通して、ア

カデミアおよび企業の研究者間の交流、共同研究を行い、新しい概念である「インヴァースイノベーション」に基づき、
社会からの要求、社会実装によって生まれた新たな課題を起点として、インパクトのある研究成果の創出、社会への
発信へと展開してきました。
　本事業は2005年に開始された金属ガラス・無機材料接合技術開発プロジェクトに端を発し、構成機関を拡大して
シームレスな連携を強化しつつ、20年以上に亘り、研究成果の社会還元、新学術の人材育成を行ってきた実績を有
しています。現在、国立大学および附置研究所を取り巻く環境は以前にも増して厳しくなっており、附置研究所の研
究力強化や社会貢献が一層求められています。各研究所・機構が有する特色を活かした有機的な連携、共同研究を
一層進めるとともに、「インヴァースイノベーション」事業の活動、成果を基盤として、次世代の新たな取り組みへと発
展させていきたいと考えております。
　関係の皆様のご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。
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マルチスケール材料融合によるはんだ材料の高機能化

　半導体デバイスの小型化・高集積化・高出力化に伴い、はんだ接合部には高強度や高熱伝導性が求めら
れていますが、従来の元素添加による合金設計だけでは限界がありました。本研究では、はんだ合金そのも
のの特性の限界を突破するために、様々なスケールの材料をはんだと複合化する「マルチスケール材料融
合」によるアプローチを提案しています。一つ目はナノスケールの複合化です。表面修飾したZrO₂ナノ粒子
をSn‒52In低温はんだ合金に添加し、組織の微細化と分散強化により引張強度を約37%向上させました。
また第一原理計算（DFT）を用いた原子スケール界面構造評価を通して、こうした組織形成のメカニズムを
解明しました。二つ目はマイクロスケールの複合化です。一方向に配向した気孔を有するポーラスCuや、電
解めっき（DHBT法）ポーラスCuの気孔内にはんだを溶融・浸透させ、はんだ母相中にCu骨格を内包した
Cu/はんだ複合構造を形成します。この構造により、はんだ単体の2倍以上の熱伝導率を達成し、パワーモ
ジュール試作では約13%の熱抵抗低減を実証しました。組み合わせる材料の種類やスケールを変えること
で従来のはんだを凌駕する接合部を実現し、次世代パワーエレクトロニクスやフレキシブルデバイスなど多様
な実装ニーズに応えることを目指しています。

原子層制御による未踏強誘電体の開拓

図１ DJ型層状ペロブスカイト強誘電体の原子層制御
　　(a) 合成スキーム (b) HAADF-STEM像

図1 はんだ合金へのナノ粒子添加による微細化
　　 （左：ナノ粒子添加なし、右：ナノ粒子添加あり）

図2 マイクロポーラスCu/はんだ複合接合部
　　 （左：接合部のX線画像、右：伝熱性能向上）
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　天然鉱物として知られるチタン石（Sphene：CaTiSiO₅）の高品質薄膜を世界で初めて合成し、その電気
的特性を解明しました。本材料は構造上、反強誘電体であることは知られていましたが、バルク体を用いた電
気測定では明確な反強誘電挙動の観測には至っていませんでした。薄膜はバルク体に比べて厚みが1,000
～10,000倍程度小さいため、高品質な薄膜を合成できれば、従来よりも高電場を低電圧で印加することが
可能です。本研究では、パルスレーザー堆積法（PLD法）を用
いてPt/Si基板上に高品質な多結晶薄膜を成長させることに
成功しました。成膜において課題となったのは難結晶化でした。
結晶化を実現したキーファクターは「成膜温度」ではなく、「ア
ブレーションに使用するレーザーエネルギーの最適化」にありま
す。PLD法では、レーザーエネルギーを上げすぎると「ドロップ
レット」と呼ばれる粗大な粒子が堆積し、膜表面の平滑性が失
われます。このエネルギーを精密に制御することで、高品質薄
膜の作製に成功しました。電気特性の測定結果からは、反強
誘電体に特有の分極挙動である「P-Eダブルヒステリシスルー
プ」が鮮明に観測されました。さらに、より高い電場を印加した
際に、全く予想外の結果である「P-Eトリプルヒステリシスルー
プ」が観測されました。詳細な物理機構については現在検討
中ですが、電場誘起相転移による強誘電相の発現と推察して
います。反強誘電体は次世代のエネルギー貯蔵キャパシタ材
料として期待されており、チタン石も有力な候補となり得るため、
引き続き本材料の解明を進めてまいります。
参考論文：W.Yang et al.,Adv.Elect.Mater.,12,e0054(2026)

　Microporous biomaterials are essential for effective tissue regeneration because they enable 
nutrient transport,oxygen diffusion, and cellular communication with surrounding tissues. In this 
study,we developed gelatin-based injectable hydrogels and bioinks with controlled microporous 
structures using phase-separation strategies for regenerative biomedical applications. First, 
microfibrous pore-forming bioinks were designed for 3D bioprinting by incorporating a liquid 
porogen into gelatin-based formulations. Phase separation generated microfibrous structures, 
and shear stress during printing aligned the micropores along the printing direction.This 
anisotropic architecture promoted cellular orientation,enhanced myoblast differentiation,and 
improved nutrient and oxygen supply,resulting in higher cell survival.The printed constructs 
were successfully transplanted into muscle tissue defects,demonstrating their potential for 
muscle regeneration,drug screening,and disease modeling.
　In parallel,injectable micropore-forming tissue adhesives were developed to address the 
trade-off between strong tissue adhesion and degradability required for tissue regeneration. By 
leveraging the phase-separation behavior of gelatin 
modified with hydrogen-bonding moieties,photo 
crosslinked hydrogels with bicontinuous microporous 
networks were formed.These hydrogels are injectable, 
enzymatically degradable,and exhibit strong adhesion 
to tissues including collagen membranes,heart, 
stomach,and intestine.The microporous structure 
significantly enhances fibroblast infiltration and 
supports wound healing and hair follicle regeneration 
in skin incision models.Together,these phase-separated 
gelatin hydrogels provide versatile biomaterials for 
advanced regenerative therapies.

Microporous Injectable Gelatin Hydrogels for 3D Bioprinting and
Tissue Adhesive Applications in Regenerative Medicine

チタン石（CaTiSiO₅）薄膜における室温反強誘電性の証明
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分野

　単結晶ダイヤモンドが高い生体適合性を持つことから、ダイヤモンドのバイオ応用が盛んに進められてい
ます。とりわけ、ダイヤモンド中の窒素-空孔格子欠陥（以降、NVセンター）は量子センサとして機能し、細胞
の内外での局所的な温度計測、pH計測、活性酸素検出、NMR／ESR計測に関する実験結果が報告され
ています。
　私たちは、ダイヤモンド中に単一NVセンターを形成するためのプロセスを開発しました（図１）。単一NVセ
ンターはダイヤモンド中で１量子ビット量子レジスタ（１量子ビットを記憶する記憶素子）として機能します。窒
素を添加した場合にできるNVセンターは室温・水溶液中で動作します。ダイヤモンドが透明なので、結晶の
外側から光でNVセンターの電子スピン状態を読み出すことができ、マイクロ波を照射すると、その照射時間
によってＮＶセンターの電子スピン状態（量子状態）を制御できます。単一ＮＶセンターを表面から2nm程度
の浅い位置に形成すると、NVセンターの電子スピンはダイヤモンド表面上の分子の電子スピンや核スピン
と磁気的に結合します。すなわち、表面上の１分子を標的して磁気共鳴計測（ESR/NMR計測）を実行でき
るようになります（図２）。早稲田大学では、これら一連の量子計測を実行できるレーザ走査型共焦点顕微鏡
を共用装置として立ち上げ、学内外の研究者が活用できるように整備しました（図３）。

ダイヤモンド中の単一欠陥をセンサとする単一分子計測高強度と高導電性を両立する新銅合金：
Cu‒Co‒Ti合金の可能性

図1 Cu‒Co‒Ti合金の時効材に見られる
微細析出物の分布（TEM EDSによる元素マッピング）

図1 単一NVセンター規則配列

　電子機器の高性能化が進む中、配線材や接点材料には「高強度」と「高導電性」という、一見相反する特
性の両立が求められています。本研究グループでは、この課題に応える新しい銅合金としてCu‒Co‒Ti合金
に着目し、その時効処理による組織変化と特性向上のメカニズムを明らかにしました。Cu‒Co‒Ti系では、
CoとTiの比を3:1としたCo₃Ti相（L1₂構造：fccの規則構造）が重要な役割を果たします。まず、各種組成の
合金を作製し、DSC測定と導電率測定からCu‒Co₃Ti擬二元系の実験状態図を作成しました。その結果、
Cu母相には高温で最大約1.4at.%の（Co+Ti）が固溶し、時効処理によりCo₃Tiが析出する条件を明確に
示すことができました。続いて、Cu‒1.0at.%Co₃Ti合金を溶体化後、550～700℃で時効処理したところ、
Cu母相中に直径数10nmの非常に微細なCo，Ti濃化粒子が高密度に整合析出することが分かりました
（図1）。これら微細粒子は転位の動きを強く妨げるため、材料強度の向上に大きく寄与します。実際に、時効
処理によりビッカース硬さは80HV→105HVへと25HV上昇し、導電率も38%IACS→53%IACS※へと改
善しました。さらに、本合金は冷間加工と低温焼鈍を組み合わせることで、導電率を50%IACS以上に保ちな
がら170HVまで硬さを高めることも可能です。本研究は、Cu‒Co‒Ti合金が「高強度・高導電性」を両立し
得る新しい銅合金候補であることを示すものであり、今後の電子材料開発に新たな指針を与える成果といえ
ます。
※ %IACS：標準軟銅を基準（100%）とした導電率の相対指標

図1 チタン石薄膜のP-E曲線の測定結果。測定条件は、
電場(a)～60,(b)～110,(c)～280,(d)～430kV/cm、
周波数50kHz、室温。(e,f)温度依存、電場225kV/cm固定

図2 ダイヤモンド表面上の2,2,6,6-テトラメチルピペリジン
1-オキシルのESRスペクトル

図3 パルスシーケンス制御光検出型磁気共鳴計測装置



　天然鉱物として知られるチタン石（Sphene：CaTiSiO₅）の高品質薄膜を世界で初めて合成し、その電気
的特性を解明しました。本材料は構造上、反強誘電体であることは知られていましたが、バルク体を用いた電
気測定では明確な反強誘電挙動の観測には至っていませんでした。薄膜はバルク体に比べて厚みが1,000
～10,000倍程度小さいため、高品質な薄膜を合成できれば、従来よりも高電場を低電圧で印加することが
可能です。本研究では、パルスレーザー堆積法（PLD法）を用
いてPt/Si基板上に高品質な多結晶薄膜を成長させることに
成功しました。成膜において課題となったのは難結晶化でした。
結晶化を実現したキーファクターは「成膜温度」ではなく、「ア
ブレーションに使用するレーザーエネルギーの最適化」にありま
す。PLD法では、レーザーエネルギーを上げすぎると「ドロップ
レット」と呼ばれる粗大な粒子が堆積し、膜表面の平滑性が失
われます。このエネルギーを精密に制御することで、高品質薄
膜の作製に成功しました。電気特性の測定結果からは、反強
誘電体に特有の分極挙動である「P-Eダブルヒステリシスルー
プ」が鮮明に観測されました。さらに、より高い電場を印加した
際に、全く予想外の結果である「P-Eトリプルヒステリシスルー
プ」が観測されました。詳細な物理機構については現在検討
中ですが、電場誘起相転移による強誘電相の発現と推察して
います。反強誘電体は次世代のエネルギー貯蔵キャパシタ材
料として期待されており、チタン石も有力な候補となり得るため、
引き続き本材料の解明を進めてまいります。
参考論文：W.Yang et al.,Adv.Elect.Mater.,12,e0054(2026)

　Microporous biomaterials are essential for effective tissue regeneration because they enable 
nutrient transport,oxygen diffusion, and cellular communication with surrounding tissues. In this 
study,we developed gelatin-based injectable hydrogels and bioinks with controlled microporous 
structures using phase-separation strategies for regenerative biomedical applications. First, 
microfibrous pore-forming bioinks were designed for 3D bioprinting by incorporating a liquid 
porogen into gelatin-based formulations. Phase separation generated microfibrous structures, 
and shear stress during printing aligned the micropores along the printing direction.This 
anisotropic architecture promoted cellular orientation,enhanced myoblast differentiation,and 
improved nutrient and oxygen supply,resulting in higher cell survival.The printed constructs 
were successfully transplanted into muscle tissue defects,demonstrating their potential for 
muscle regeneration,drug screening,and disease modeling.
　In parallel,injectable micropore-forming tissue adhesives were developed to address the 
trade-off between strong tissue adhesion and degradability required for tissue regeneration. By 
leveraging the phase-separation behavior of gelatin 
modified with hydrogen-bonding moieties,photo 
crosslinked hydrogels with bicontinuous microporous 
networks were formed.These hydrogels are injectable, 
enzymatically degradable,and exhibit strong adhesion 
to tissues including collagen membranes,heart, 
stomach,and intestine.The microporous structure 
significantly enhances fibroblast infiltration and 
supports wound healing and hair follicle regeneration 
in skin incision models.Together,these phase-separated 
gelatin hydrogels provide versatile biomaterials for 
advanced regenerative therapies.

Microporous Injectable Gelatin Hydrogels for 3D Bioprinting and
Tissue Adhesive Applications in Regenerative Medicine

チタン石（CaTiSiO₅）薄膜における室温反強誘電性の証明
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分野

　単結晶ダイヤモンドが高い生体適合性を持つことから、ダイヤモンドのバイオ応用が盛んに進められてい
ます。とりわけ、ダイヤモンド中の窒素-空孔格子欠陥（以降、NVセンター）は量子センサとして機能し、細胞
の内外での局所的な温度計測、pH計測、活性酸素検出、NMR／ESR計測に関する実験結果が報告され
ています。
　私たちは、ダイヤモンド中に単一NVセンターを形成するためのプロセスを開発しました（図１）。単一NVセ
ンターはダイヤモンド中で１量子ビット量子レジスタ（１量子ビットを記憶する記憶素子）として機能します。窒
素を添加した場合にできるNVセンターは室温・水溶液中で動作します。ダイヤモンドが透明なので、結晶の
外側から光でNVセンターの電子スピン状態を読み出すことができ、マイクロ波を照射すると、その照射時間
によってＮＶセンターの電子スピン状態（量子状態）を制御できます。単一ＮＶセンターを表面から2nm程度
の浅い位置に形成すると、NVセンターの電子スピンはダイヤモンド表面上の分子の電子スピンや核スピン
と磁気的に結合します。すなわち、表面上の１分子を標的して磁気共鳴計測（ESR/NMR計測）を実行でき
るようになります（図２）。早稲田大学では、これら一連の量子計測を実行できるレーザ走査型共焦点顕微鏡
を共用装置として立ち上げ、学内外の研究者が活用できるように整備しました（図３）。

ダイヤモンド中の単一欠陥をセンサとする単一分子計測高強度と高導電性を両立する新銅合金：
Cu‒Co‒Ti合金の可能性

図1 Cu‒Co‒Ti合金の時効材に見られる
微細析出物の分布（TEM EDSによる元素マッピング）

図1 単一NVセンター規則配列

　電子機器の高性能化が進む中、配線材や接点材料には「高強度」と「高導電性」という、一見相反する特
性の両立が求められています。本研究グループでは、この課題に応える新しい銅合金としてCu‒Co‒Ti合金
に着目し、その時効処理による組織変化と特性向上のメカニズムを明らかにしました。Cu‒Co‒Ti系では、
CoとTiの比を3:1としたCo₃Ti相（L1₂構造：fccの規則構造）が重要な役割を果たします。まず、各種組成の
合金を作製し、DSC測定と導電率測定からCu‒Co₃Ti擬二元系の実験状態図を作成しました。その結果、
Cu母相には高温で最大約1.4at.%の（Co+Ti）が固溶し、時効処理によりCo₃Tiが析出する条件を明確に
示すことができました。続いて、Cu‒1.0at.%Co₃Ti合金を溶体化後、550～700℃で時効処理したところ、
Cu母相中に直径数10nmの非常に微細なCo，Ti濃化粒子が高密度に整合析出することが分かりました
（図1）。これら微細粒子は転位の動きを強く妨げるため、材料強度の向上に大きく寄与します。実際に、時効
処理によりビッカース硬さは80HV→105HVへと25HV上昇し、導電率も38%IACS→53%IACS※へと改
善しました。さらに、本合金は冷間加工と低温焼鈍を組み合わせることで、導電率を50%IACS以上に保ちな
がら170HVまで硬さを高めることも可能です。本研究は、Cu‒Co‒Ti合金が「高強度・高導電性」を両立し
得る新しい銅合金候補であることを示すものであり、今後の電子材料開発に新たな指針を与える成果といえ
ます。
※ %IACS：標準軟銅を基準（100%）とした導電率の相対指標

図1 チタン石薄膜のP-E曲線の測定結果。測定条件は、
電場(a)～60,(b)～110,(c)～280,(d)～430kV/cm、
周波数50kHz、室温。(e,f)温度依存、電場225kV/cm固定

図2 ダイヤモンド表面上の2,2,6,6-テトラメチルピペリジン
1-オキシルのESRスペクトル

図3 パルスシーケンス制御光検出型磁気共鳴計測装置



　第7回出島コンソーシアム・セミナーを2025年11月26日に名古屋大学にて開催しました。今回のテーマは「バイオ・医療機器
材料の新展開」。セッション1の招待講演では、ファインセラミックスセンターの橋本雅美氏および㈱松風の河田圭太氏より、セラ
ミックスや高分子材料を用いた抗菌性部材や歯科材料の創製に関する講演が行われました。セッション2の基調講演では、名古
屋大学の大槻主税先生より、生体環境に応答するバイオマテリアルの設計・創製ならびに実用化事例についてご紹介いただきま
した。セッション3では、6研・研究シーズとして、東京科学大学 生体材料工学研究所の仲井正昭先生、東北大学大学院歯学研究
科の陳鵬先生、大阪大学 接合科学研究所の佐藤雄二先生より、最新の研究成果が紹介されました。当日は活発な質疑応答が
行われ、続く情報交換会では、今後の連携や社会実装に向けた議論が交わされるなど、
有意義な機会となりました（参加者45名）。なお、第8回出島コンソーシアム・セミナーは、
2026年3月14日に東京科学大学 湯島キャンパスにおいて、令和7年度公開討論会と
共催で開催しました。
　また、第2回アドバイザリーボードフォーラムを2026年3月26日にオンラインで開催し、
文部科学省 研究振興局 基礎・基盤研究課の中本壮太郎様より、「研究評価の現在地
とこれから－国際潮流と政府における議論について－」と題してご講演を戴きました。

  

・日本化学会 東海支部長賞
「層状ペロブスカイト酸フッ化物の構造解析と剥離ナノシート化」
 名古屋大学・M2　石 神　悠 太

（令和8年3月25日）
・名古屋大学 鏡友会賞
「セリア/ジルコニアナノシート超格子の作製と特性評価」
 名古屋大学・M2　片 岡　恵 人

（令和8年3月25日）

・「酸素の吸着で磁石の変遷を観る
― 酸素の電子スピンを利用した分子デバイスへの応用に道筋 ―」
 東北大学金属材料研究所・教授　　 宮 坂　等

（令和7年10月2日）
・「超低電圧で光る深青色有機ELの開発に成功
― 次世代ディスプレイ規格に近い高色純度青色を低電圧で発光 ―」
 東京科学大学・准教授　伊澤  誠一郎
 東京科学大学・教授　真 島　　 豊

（令和7年10月6日）
・「サブナノ厚みを自在に操る：二次元シリカの新合成戦略：
新規特性も発現、水解離触媒などの材料設計指針に」
 名古屋大学・助教　山 本　瑛 祐
 名古屋大学・教授　長 田　　 実

（令和7年11月5日）
・「複数元素置換で鉄酸ビスマスに新しい機能を付与 
― コンデンサと磁石の性質に加え、室温での負熱膨張を発現 ―」
 東京科学大学・教授　東　　 正 樹
 東京科学大学・助教　重 松 　　圭
 東京科学大学・特任准教授　Hena DAS

（令和7年11月28日）
・「強誘電トンネル接合メモリーのTER比は微細化により向上 
― 次世代不揮発メモリーの高性能化に貢献 ―」
 東京科学大学・教授　真 島　　 豊
 東京科学大学・准教授　伊澤  誠一郎

（令和8年1月7日）
・「抗体全体のかたちと機能の鍵となるヒンジ領域
 ― 免疫反応をピンポイントで制御する抗体医薬の設計に期待 ―」
 東京科学大学・准教授　谷 中　冴 子

（令和8年1月30日）
・「抗体医薬の“見えなかった劣化状態”を原子レベルで可視化 
― NMRとLC-MSの統合解析により、メチオニン酸化の立体化学を解明 ―」

東京科学大学・准教授　谷 中　冴 子
（令和8年2月12日）

・「抗体の地図を描く：NMRで明らかにする抗体のFc領域の構造の秘密 
― 非標識NMRによる高次構造評価の新戦略、抗体医薬の品質管理に革新 ―」

東京科学大学・准教授　谷 中　冴 子
（令和8年2月12日）

・「「横型」熱電材料の探索を一気に加速
 ― 温度差に垂直な方向に発電する材料の設計指針を確立 ―」
 東京科学大学・教授　片 瀬　貴 義
 東京科学大学・教授　神 谷　利 夫

（令和8年2月25日）
・「室温かつ短時間で、リチウム金属とガーネット型酸化物
固体電解質の界面形成に成功」
 東北大学・准教授　程 　　建 鋒
 東北大学・教授　加 藤　秀 実

（令和8年3月24日）

・日本経済新聞
｢早大とダイセル、誘電正接0.001未満の低誘電材料の開発に成功｣
 早稲田大学・教授　小柳津  研一
 早稲田大学・講師　渡 辺　清 瑚

（令和7年10月2日）
・早稲田大学ニュース
｢誘電正接0.001未満を実現－世界最高水準の低誘電材料を発見｣
 早稲田大学・教授　小柳津  研一
 早稲田大学・講師　渡 辺　清 瑚

（令和7年10月2日）
・Waseda University News
“New Polymer Designs for Beyond-5G Telecommunications”
 早稲田大学・教授　小柳津  研一
 早稲田大学・講師　渡 辺　清 瑚

（令和7年10月2日）
・EurekAlert!
“New Polymer Designs for Beyond-5G Telecommunications”
 早稲田大学・教授　小柳津  研一
 早稲田大学・次席研究員　渡 辺　清 瑚

（令和7年10月2日）
・MIRAGE
“New Polymer Designs For Beyond-5G Telecommunications”
 早稲田大学・教授　小柳津  研一
 早稲田大学・講師　渡 辺　清 瑚

（令和7年10月2日）
・Quantum Server Materials
“Polymers with Ultralow Dielectric Loss:
A New Frontier for 6G Telecommunications”
 早稲田大学・教授　小柳津  研一
 早稲田大学・講師　渡 辺　清 瑚

（令和7年10月5日）
・Electronics Weekly
「Spinel sulphide LEDs emit from orange to blue」
 東京科学大学・助教　半 沢　幸 太
 東京科学大学・教授　平 松　秀 典

（令和7年10月6日）
・SOLAR DAILY
「Next-generation LEDs and solar cells powered 
by new spinel-type sulfide semiconductor」
 東京科学大学・助教　半 沢　幸 太
 東京科学大学　・講師　平 松　秀 典

（令和7年10月6日）
・日刊工業新聞
｢誘電正接0.001未満 早大･ダイセルが低誘電材料｣
 早稲田大学・教授　小柳津  研一
 早稲田大学・講師　渡 辺　清 瑚

（令和7年10月9日）
・河合塾「みらいぶっく」
「熱電変換　半導体デバイスからの排熱を、2次電池に
蓄電して再利用するシステム」

早稲田大学・准教授　出 浦　桃 子
（令和7年10月13日）

・CE&N
「Slime-like electrolyte promises safe, recyclable batteries」
 東京科学大学・准教授　安井  伸太郎

（令和7年10月17日）
・日本経済新聞
「名大、アモルファスシリカナノシートの厚みを
1ナノメートルより薄い精度で制御することに成功」
 名古屋大学・助教　山 本　瑛 祐
 名古屋大学・教授　長 田　　 実

（令和7年11月5日）

・第15回 CSJ化学フェスタ 優秀ポスター発表賞
｢アントラセン-ナフトキノン付加体に基づく可逆架橋
ネットワークの設計とレオロジー評価｣
 早稲田大学・M1　尾 形　颯 紀

（令和7年11月27日）
・2025年度 第24回 日本金属学会東北支部研究発表大会優秀ポスター賞
「共晶誘起デアロイングにより作製したFe-Mg継手の強
度に与える複合構造の影響」

東北大学・D3　倉 林　康 太
（令和7年11月28日）

・日本セラミックス協会 東海北陸支部学術研究発表会 優秀講演賞
「ナノシート精密集積による単結晶性セリア/アモル
ファスジルコニア超格子の作製」

名古屋大学・M2　片 岡　恵 人
（令和7年11月29日）

・日本セラミックス協会 東海北陸支部学術研究発表会 優秀講演賞
「パラジウム（Pd）ナノシートの精密合成と光学応用」

名古屋大学・M2　石 原　奈 々
（令和7年11月29日）

・日本セラミックス協会 東海北陸支部学術研究発表会 優秀講演賞
「層状ペロブスカイト酸フッ化物 RbLnTiNbO₆F(Ln = La, 
Ce, Pr, Nd)の結晶構造と剥離ナノシート挙動の関係」
 名古屋大学・M2　石 神　悠 太

（令和7年11月29日）
・日本セラミックス協会 東海北陸支部学術研究発表会 優秀講演賞
「固相界面活性剤を鋳型に用いた単結晶性酸化チタンナノシートの合成」
 名古屋大学・M2　山 本　彩 加

（令和7年11月29日）
・The 38th International Symposium on Superconductivity
(ISS2025) Best Student Award
“Crystal Growth and Superconducting Properties of 
Novel NbS₂-based Intercalated Compounds”

東京科学大学・M2　加 藤　大 尊
（令和7年12月4日）

・ICMaSS 2025 Outstanding Presentation Award
“A Novel Synthesis of Ga-Doped ZnO Nanosheets 
for Photodetectors Application”

名古屋大学・M2　Vivid Meelab
（令和7年12月14日）

・Mate+研究発表賞
「電解めっきポーラス銅/はんだ複合構造を有する接合部の諸特性の評価」

大阪大学・M2　平 瀬　加 奈
（令和7年12月26日）

・Mate+研究発表賞
「表面改質したZrO₂ナノ粒子を添加したSn-52In複合
合金の凝固メカニズムの検討」

大阪大学・D2　新 田　隼 也
（令和7年12月26日）

・マテリアルDX若手研究者ワークショップ 学生優秀発表賞
「ゲル化能を有する化学合成エラスチンの配列探索と構造・物性評価」

東京科学大学・M1　玉 置　大 智
（令和8年1月15日）

・第24回 LBB Bio Future Research Encouragement 
Prize研究発表会 大学院博士課程の部 最優秀賞
「自己修復性タンパク質ゲルと多糖からなる消化管縫合不全防止材料」

東京科学大学・D2　中 野　友 太
（令和8年1月21日）

・第24回 LBB Bio Future Research Encouragement 
Prize研究発表会 大学院博士課程の部 優秀賞
「感染性骨欠損の再建を目指した光駆動型骨補填材」

東京科学大学・D1　窪木  マリ耶
（令和8年1月21日）

・第24回 LBB Bio Future Research Encouragement 
Prize研究発表会 大学院修士課程の部 優秀賞
「立体化学に基づくホウ素錯体の動的結合制御とハイドロゲルへの応用」

東京科学大学・M1　佐々木駿太郎
（令和8年1月21日）

・第24回 LBB Bio Future Research Encouragement 
Prize研究発表会 大学院修士課程の部 優秀賞
「全身投与型mRNA送達システム実現に向けた人工
タンパク質カプセルの開発」

東京科学大学・M1　濱 田　萌 花
（令和8年1月21日）

・つくば医工連携フォーラム2026 研究奨励賞
「立体化学に基づくホウ素錯体の動的結合制御とハイドロゲルへの応用」

東京科学大学・M1　佐々木駿太郎
（令和8年1月23日）

・IEEE磁気学会 名古屋支部若手研究者会議 優秀発表賞
“Modulation of extrinsic anomalous Nernst 
effect in nanoporous Co thin films”
 名古屋大学・D2　辻 本　卓 哉

（令和8年1月28日）
・一般社団法人 軽金属学会2025年度 軽金属希望の星賞
「真空蒸留法により作製した超高純度Mgの溶解性に及ぼすZnの影響」
 東北大学・M2　佐々木  和真

（令和8年1月30日）
・第31回 電子デバイス界面テクノロジー研究会（EDIT31）
若手奨励賞（服部健雄賞・ポスター講演部門）
「古典分子動力学法HfO₂結晶の強誘電体特性のシミュレーション」

早稲田大学・M1　大 場　淳 平
（令和8年2月2日）

・2025年度 日本バイオマテリアル学会 東北ブロック交流会 
最優秀ポスター発表賞
「生体用Co-Cr-W-Ni合金の安定性と積層欠陥エネルギー：
軽元素の影響に関する計算材料学的検討」

東北大学・D1　檜 山　　 快
（令和8年2月18日）

・自動車技術会 大学院研究奨励賞
「レーザ粉末床溶融結合におけるマルテンサイトの
分解促進を指向したTi合金設計原理の構築」
 大阪大学・D3　寺 前　拓 馬

（令和8年2月24日）
・国際会議BFBC2026 Best Student Poster Award（共同受賞）
“Functional response and self-repair processes 
after focal injury in artificial neuronal networks 
with hierarchically modular structure”

東北大学・D2　渡 邉　啓 太
（令和8年2月27日）

・日本金属学会 2026年春期講演大会 優秀ポスター賞
「ゼロショット大規模言語モデルに基づく高速な材料
物性予測モデルの開発」
 東京科学大学・M1　山 本　竜 馬

（令和8年3月17日）
・計測自動制御学会 優秀学生賞
 大阪大学・M2　吉 田　　 環

（令和8年3月25日）
・日本化学会 東海支部長賞
「酸化チタンナノシートの水解離触媒特性における
遷移金属元素ドーピング効果の評価」
 名古屋大学・B4　白 井　　 歩

（令和8年3月25日）

行事リスト
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・10月4日 ……………………………………………………………〈早稲田大学〉
International workshop on epitaxial 2D materials 2025
（国際エピタキシャル2次元材料研究会）
・11月26日……………………………………………………………〈名古屋大学〉
第7回出島コンソーシアムセミナー

・12月3日 ………………………………………………………………〈大阪大学〉
接合科学研究所・東京セミナー

２０26年 ===============================================
・3月14日 …………………………………………………………〈東京科学大学〉
令和7年度公開討論会（第8回出島コンソーシアムセミナー）

・3月26日 ………………………………………………………………〈大阪大学〉
第2回アドバイザリーボードフォーラム

・5月25日 ………………………………………………………………〈大阪大学〉
接合科学研究所・第23回産学連携シンポジウム（第9回出島コンソーシアムセミナー）

・10月15日…………………………………………………………〈東京科学大学〉
国際会議DEJI2MA-6（国際会議STAC-16との共催）

・第20回ロレアル－ユネスコ女性科学者 日本奨励賞
「人工生命の創製に向けた天然アミノ酸由来の核酸
による化学的な遺伝情報伝達系」

東京科学大学・助教　沖田  ひかり
（令和7年10月2日）

・International Symposium on Green Processing for Advanced 
Ceramics(IGPAC)2025,Yong Scientist Award Platinum Prize
“An Entangled Material Made from Fiber Aerosol 
Deposition Method Synthesis of Fiber Deposits 
Using Aerosol Deposition Method”
 東京科学大学・特任助教　Hongwu Yu

（令和7年10月7日）
・第8回 APT Outstanding International Contribution Award
 大阪大学・助教　小 澤　隆 弘

（令和7年10月14日）
・令和7年度 環境大臣表彰　廃棄物・浄化槽研究開発功労者
 大阪大学・教授　近 藤　勝 義

（令和7年10月16日）
・第20回 ナノ・バイオメディカル学会 学会賞
「酵素反応を利用したRNA内包タンパク質ケージの
自己組織化機構の制御と理解」
 東京科学大学・助教　堀　　 真 緒

（令和7年10月23日）
・BioSpine Japan研究会 最優秀演題賞
「ポリリン酸カルシウムからなる新規生体材料はマウス脊椎後方
固定モデルにおいて自家骨と同等の骨形成・骨癒合を実現する」

東京科学大学・講師　江 川　　 聡
（令和7年11月1日）

・石田實記念財団 研究奨励賞
「人工神経細胞回路を用いた脳情報処理の探求と工学応用に関する研究」

東北大学・准教授　山 本　英 明
（令和7年11月7日）

・大阪大学 大阪大学賞 若手教員部門
大阪大学・助教　山 下　享 介

（令和7年11月28日）
・令和7年度 赤﨑賞
「固相界面活性剤を用いた二次元材料の精密合成」
 名古屋大学・助教　山 本　瑛 祐

（令和8年3月2日）
・17th HOPE MEETING HOPE Award for the Best 
Poster Presentation/Best Poster Presentation Award
“Elucidation of the Possibility of XNA in Origin of Life”
 東京科学大学・助教　沖田  ひかり

（令和8年3月6日）
・日本鉄鋼協会 俵論文賞
「固相抵抗スポット接合の接合界面形成機構と継手特性」
 大阪大学・教授　藤 井　英 俊

大阪大学・特任教授　潮 田　浩 作
大阪大学・特任准教授　森 貞　好 昭
大阪大学・特任研究員　釜 井　正 善

（令和8年3月11日）
・公益財団法人 日本金属学会 第32回 増本量賞
「軽元素メタラジーに基づく生体用金属材料の機能発現」

東北大学・教授　成 島　尚 之
（令和8年3月11日）

・第43回 永井科学技術財団 学術賞
「酸化物全固体Naイオン二次電池用負極層の開発」

名古屋大学・特任准教授　長谷川  丈二
（令和8年3月13日）

・日本セラミックス協会 第38回 秋季シンポジウム
「ナノクリスタルが拓く新しいセラミックス技術」最優秀発表賞
「界面活性剤結晶への過熱蒸気処理による単結晶性金属酸化物・
オキシ水酸化物ナノシートの合成」

名古屋大学・M2　中 村　健 生
（令和7年9月17日）

・STAC15 2025 Silver Prize Poster Award
“Fabrication and Electrical Properties of (Pb1-xSnx)S 
Epitaxial Thin Films with Reversible 2D-3D Structural 
Transition”

東京科学大学・M2　田 中　大 士
（令和7年10月1日）

・STAC15 2025 Bronze Prize Poster Award
“Synthesis and Thermoelectric Properties of 
Scandium Sulfide with Defective Rock-salt-type 
Crystal Structure”
 東京科学大学・M1　湧 上　　 樹

（令和7年10月1日）
・第25回 日本歯科医学会学術大会　ポスター賞
「チタン表面へのマグネシウム薄膜形成による抗菌性
および骨形成促進能の付与」

東京科学大学・D4　三 宅　理 沙
（令和7年10月6日）

・第5回 日本チタン学会講演大会 優秀ポスター賞
「SEM-DIC法によるTi-Nb-Al形状記憶合金における
マルテンサイト逆変態の歪み解析」

東京科学大学・M1　晝 間　悠 斗
（令和7年10月10日）

・Student Paper Award 2nd Place,The 44th 
annual International Congress on Applications of 
Lasers & Electro-Optics (ICALEO2025)
“Multi-Beam Laser Metal Deposition of Pure Copper 
on a Titanium Substrate with Blue Diode Lasers for 
Surface Functionalization of Dental Implants”

大阪大学・M2　吉 田　　 環
（令和7年10月15日）

・第74回 高分子討論会 優秀ポスター賞
“Development of Injectable Hydrogels with 
Tunable Gelation Time via Multi-Substituted 
Dioxazaborocane Structures”

東京科学大学・M2　Yingfu Zhao
（令和7年10月23日）

・2025年 繊維学会秋季研究発表会 優秀ポスター発表賞
「ゲル化能を有する化学合成エラスチンの最小配列探索」
 東京科学大学・M1　玉 置　大 智

（令和7年10月28日）
・TACT 2025 International Thin Films Conference 
Best Poster Award
“Designing Plasmonic Au@CdS Yolk@shell 
Nanostructures for Enhanced Photocatalysis”

東京科学大学・M1　Her Junghoe
（令和7年10月29日）

・TACT 2025 International Thin Films Conference 
Oral Presentation Bronze Award
“Hydrothermally Synthesized Spinel CoCr₂O₄ for 
Photodegradation of Organic Dyes”

東京科学大学・D1　YuHao Chen
（令和7年10月29日）

・TACT 2025 International Thin Films Conference 
Oral Presentation Silver Award
“Electrodeposition of Cu/Polyaniline Composite Electrode 
for Non-Enzymatic Electrochemical Glucose Sensors”
 東京科学大学・M2　Runze Huang

（令和7年10月29日）
・UVSORシンポジウム2025　最優秀学生発表賞
「H₂Pc/Fe₂N 有機―無機ハイブリッド界面における
N原子の電子状態から明らかにする磁気結合状態」

名古屋大学・D2　小 野　広 喜
（令和7年10月31日）

・ISBE2025 Young Researchers Poster Award
“Effect of Co Addition and Aging Heat Treatment 
on Superelasticity of Biomedical Ti‒Co‒Al Alloys”

東京科学大学・D1　温 　　龍 一
（令和7年10月30日）

・TSCFA2025 優良論文賞
“Supercritical CO₂-assisted Electropolymerization of 
Pyrrole as Supporting Materials for Catalytic Electrodes”
 東京科学大学・D1　Punvinai Vinaisuratern

（令和7年10月30日）
・粉体粉末冶金協会 2025年秋季大会 優秀講演発表賞
「高品質HSQマスク法BiFe0.9Co0.1O₃ナノドットのドメイン構造評価」
 東京科学大学・M2　中 山　　 創

（令和7年10月30日）
・The 10th International Symposium on Biomedical 
Engineering(ISBE2025)Young Researcher Poster Award
“Sequence Exploration of Synthetic Elastin 
for Chain Shortening”
 東京科学大学・M1　Daichi Tamaoki

（令和7年10月31日）
・ISBE2025 Young Researchers Poster Award
“Electrocatalytic Glucose Sensing with Atomic 
Scale Gold-Modified Polyaniline Derivatives”

東京科学大学・D2　岡 本　奎 祐
（令和7年10月31日）

・日本金属学会 第8回 第7分野講演会 優秀ポスター賞
「生体用複合材料に用いられるNi-Mn-Ga単結晶粒子の
変形挙動における機械トレーニングの影響」

東京科学大学・M2　藤 野　　 匡
（令和7年11月1日）

・日本金属学会 第8回 第7分野講演会 優秀ポスター賞
「放射光を用いた生体用β-Ti合金単結晶における
応力誘起マルテンサイトのIn-situ XRD測定」
 東京科学大学・M2　 小野　晃 生

（令和7年11月1日）
・日本金属学会 第8回 第7分野講演会 最優秀ポスター賞
「生体用Ti-Co-Al合金の超弾性特性に及ぼす
Co添加量と時効熱処理の影響」
 東京科学大学・D1　温 　　龍 一

（令和7年11月1日）
・2025 ICGET-Tw Merit Award 
“Morphologies Control of Electrodeposited 
Polypyrrole in Supercritical Carbon Dioxide and 
Water Emulsion with Various Volume Ratios”
 東京科学大学・D1　Punvinai Vinaisuratern

（令和7年11月2日）
・2025 ICGET-Tw Honorable Mention
“Visible-Light-Driven Degradation of Organic Dyes Using 
Spinel CoCr₂O₄ Prepared via Hydrothermal Method”

東京科学大学・D1　YuHao Chen
（令和7年11月2日）

・2025 ICGET-Tw Honorable Mention
“Electrodeposited Cu/Polyaniline Composites as 
High-Performance Glucose Catalytic Electrodes”

東京科学大学・M2　Runze Huang
 （令和7年11月2日）
・第47回 日本バイオマテリアル学会大会 優秀研究ポスター賞
「自己修復性タンパク質ゲルと多糖からなる消化管縫合不全防止材料」
 東京科学大学・D2　中 野　友 太

（令和7年11月11日）
・MRST2025 Honorable Mention in the English 
Presentation Contest
“Piezocatalytic Decomposition of Malachite Green 
by Na-doped Spinel NiFe₂O₄ Nanoparticles”
 東京科学大学・M2　Xinyu Jin

（令和7年11月15日）
・日本金属学会 第1回 格子欠陥基礎機能研究会
Best Poster Award for Young Scientists
「Ti-23Nb-3Al形状記憶合金におけるマルテンサイト
逆変態のSEM-DIC解析」
 東京科学大学・M1　晝 間　悠 斗

（令和7年11月16日）
・The 39th Japan-Korea International Seminar on 
Ceramics(KJ-Ceramics39)Best Presentation Award
“Antibacterial activity of titanium dioxide nanorods 
layer formed on titanium surface”
 東京科学大学・M2　Taiyo Yukawa

（令和7年11月21日）
・一般社団法人 日本神経回路学会 2025年度優秀研究賞
「STDP則のアナログCMOS回路実装と分類タスクへの応用」
 東北大学・M2　飯 田　陽 介

（令和7年11月22日）
・JAAA2025 シンポジウム賞
「固相抵抗スポット接合した炭素鋼継手の水素脆化挙動」

大阪大学・M1　谷 尾　朋 洋
（令和7年11月27日）

・第149回 金属材料研究所講演会 優秀ポスター賞
「ハニカム構造を有するジチオレン誘導体配位子を
用いたMo(Ⅳ)錯体の合成と物性評価」

東北大学・M2　関 根　幹 人
（令和7年11月27日）

・第149回 金研講演会 優秀ポスター賞
“Enhancing the clinical applicability of recycled 
dental zirconia through microstructural and 
optical optimization by ball milling”

東北大学（歯学研究科）・M4　Hui Yang
（令和7年11月27日）

・第15回 CSJ化学フェスタ 優秀ポスター発表賞
｢ポリ(フェニレンスルフィド)骨格を有する両親媒性
ブロック共重合体の合成と接着特性｣
 早稲田大学・M1　戸 崎　祐 吾

（令和7年11月27日）

・第15回 CSJ化学フェスタ 優秀ポスター発表賞
｢有機レドックスフロー電池の活物質に適用する
ポリマーナノ粒子の表面特性制御｣

早稲田大学・D1　石 神　航 平
（令和7年11月27日）

・第15回 CSJ化学フェスタ 優秀ポスター発表賞
｢ドーパントフリーな正孔輸送性ポリマーのπコアユニットの
分子設計と全無機ペロブスカイト太陽電池への適用｣
 早稲田大学・M1　尾 形　颯 紀

（令和7年11月27日）

受
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プレスリリース

新聞記事・Web記事等

受賞リスト

　国際・産学連携インヴァースイノベーション材料創出プロジェクト（DEJI2MAプロジェクト）の令和7年度公開討論会（第8回出
島コンソーシアムセミナー）が、2026年3月14日（土）に東京科学大学湯島キャンパス3号館において開催されました。まず、今回
の開催校である東京科学大学総合研究院生体材料工学研究所の影近弘之所長、および主幹校である大阪大学接合科学研究
所の藤井英俊所長の開会挨拶で始まりました。また、文部科学省研究振興局大学研究基盤整備課の俵幸嗣課長よりビデオメッ
セージをいただき、本プロジェクトへの大きな期待が寄せられました。
　今回の公開討論会では、川路均先生（東京科学大学総合研究院フロンティア材料研究所）、Ruben Canton-Vitoria先生
（名古屋大学未来材料・システム研究所／大阪大学接合科学研究所）、梅津理恵先生（東北大学金属材料研究所）、川下将一
先生（東京科学大学総合研究院生体材料工学研究所）、田代真一先生（大阪大学接合科学研究所）、乗松航先生（早稲田大学
基幹理工学部）から、連携研究活動の報告や最新
の研究成果について発表があり、活発な質疑応答
が行われました。途中、ポスターセッションを挟み、当
該プロジェクトで取り組む環境・エネルギー材料分
野、バイオ・医療機器材料分野、情報通信材料分野、
要素材料・技術開発分野から71件のポスター発表
が行われました。出島コンソーシアムの企業会員と
も積極的な議論が交わされ、今後の共同研究の展
開に向けた意見交換が行われました。活発な議論
はその後の情報交換会まで引き続き行われ、イン
ヴァースイノベーション材料創出のための大変有益
な機会となりました。参加者は103名で、公開討論
会は成功裏に終了しました。

令和7年度公開討論会 開催報告会
議
報
告

影近先生挨拶

ポスター発表 ポスター発表

Ruben先生講演



　第7回出島コンソーシアム・セミナーを2025年11月26日に名古屋大学にて開催しました。今回のテーマは「バイオ・医療機器
材料の新展開」。セッション1の招待講演では、ファインセラミックスセンターの橋本雅美氏および㈱松風の河田圭太氏より、セラ
ミックスや高分子材料を用いた抗菌性部材や歯科材料の創製に関する講演が行われました。セッション2の基調講演では、名古
屋大学の大槻主税先生より、生体環境に応答するバイオマテリアルの設計・創製ならびに実用化事例についてご紹介いただきま
した。セッション3では、6研・研究シーズとして、東京科学大学 生体材料工学研究所の仲井正昭先生、東北大学大学院歯学研究
科の陳鵬先生、大阪大学 接合科学研究所の佐藤雄二先生より、最新の研究成果が紹介されました。当日は活発な質疑応答が
行われ、続く情報交換会では、今後の連携や社会実装に向けた議論が交わされるなど、
有意義な機会となりました（参加者45名）。なお、第8回出島コンソーシアム・セミナーは、
2026年3月14日に東京科学大学 湯島キャンパスにおいて、令和7年度公開討論会と
共催で開催しました。
　また、第2回アドバイザリーボードフォーラムを2026年3月26日にオンラインで開催し、
文部科学省 研究振興局 基礎・基盤研究課の中本壮太郎様より、「研究評価の現在地
とこれから－国際潮流と政府における議論について－」と題してご講演を戴きました。

  

・日本化学会 東海支部長賞
「層状ペロブスカイト酸フッ化物の構造解析と剥離ナノシート化」
 名古屋大学・M2　石 神　悠 太

（令和8年3月25日）
・名古屋大学 鏡友会賞
「セリア/ジルコニアナノシート超格子の作製と特性評価」
 名古屋大学・M2　片 岡　恵 人

（令和8年3月25日）

・「酸素の吸着で磁石の変遷を観る
― 酸素の電子スピンを利用した分子デバイスへの応用に道筋 ―」
 東北大学金属材料研究所・教授　　 宮 坂　等

（令和7年10月2日）
・「超低電圧で光る深青色有機ELの開発に成功
― 次世代ディスプレイ規格に近い高色純度青色を低電圧で発光 ―」
 東京科学大学・准教授　伊澤  誠一郎
 東京科学大学・教授　真 島　　 豊

（令和7年10月6日）
・「サブナノ厚みを自在に操る：二次元シリカの新合成戦略：
新規特性も発現、水解離触媒などの材料設計指針に」
 名古屋大学・助教　山 本　瑛 祐
 名古屋大学・教授　長 田　　 実

（令和7年11月5日）
・「複数元素置換で鉄酸ビスマスに新しい機能を付与 
― コンデンサと磁石の性質に加え、室温での負熱膨張を発現 ―」
 東京科学大学・教授　東　　 正 樹
 東京科学大学・助教　重 松 　　圭
 東京科学大学・特任准教授　Hena DAS

（令和7年11月28日）
・「強誘電トンネル接合メモリーのTER比は微細化により向上 
― 次世代不揮発メモリーの高性能化に貢献 ―」
 東京科学大学・教授　真 島　　 豊
 東京科学大学・准教授　伊澤  誠一郎

（令和8年1月7日）
・「抗体全体のかたちと機能の鍵となるヒンジ領域
 ― 免疫反応をピンポイントで制御する抗体医薬の設計に期待 ―」
 東京科学大学・准教授　谷 中　冴 子

（令和8年1月30日）
・「抗体医薬の“見えなかった劣化状態”を原子レベルで可視化 
― NMRとLC-MSの統合解析により、メチオニン酸化の立体化学を解明 ―」

東京科学大学・准教授　谷 中　冴 子
（令和8年2月12日）

・「抗体の地図を描く：NMRで明らかにする抗体のFc領域の構造の秘密 
― 非標識NMRによる高次構造評価の新戦略、抗体医薬の品質管理に革新 ―」

東京科学大学・准教授　谷 中　冴 子
（令和8年2月12日）

・「「横型」熱電材料の探索を一気に加速
 ― 温度差に垂直な方向に発電する材料の設計指針を確立 ―」
 東京科学大学・教授　片 瀬　貴 義
 東京科学大学・教授　神 谷　利 夫

（令和8年2月25日）
・「室温かつ短時間で、リチウム金属とガーネット型酸化物
固体電解質の界面形成に成功」
 東北大学・准教授　程 　　建 鋒
 東北大学・教授　加 藤　秀 実

（令和8年3月24日）

・日本経済新聞
｢早大とダイセル、誘電正接0.001未満の低誘電材料の開発に成功｣
 早稲田大学・教授　小柳津  研一
 早稲田大学・講師　渡 辺　清 瑚

（令和7年10月2日）
・早稲田大学ニュース
｢誘電正接0.001未満を実現－世界最高水準の低誘電材料を発見｣
 早稲田大学・教授　小柳津  研一
 早稲田大学・講師　渡 辺　清 瑚

（令和7年10月2日）
・Waseda University News
“New Polymer Designs for Beyond-5G Telecommunications”
 早稲田大学・教授　小柳津  研一
 早稲田大学・講師　渡 辺　清 瑚

（令和7年10月2日）
・EurekAlert!
“New Polymer Designs for Beyond-5G Telecommunications”
 早稲田大学・教授　小柳津  研一
 早稲田大学・次席研究員　渡 辺　清 瑚

（令和7年10月2日）
・MIRAGE
“New Polymer Designs For Beyond-5G Telecommunications”
 早稲田大学・教授　小柳津  研一
 早稲田大学・講師　渡 辺　清 瑚

（令和7年10月2日）
・Quantum Server Materials
“Polymers with Ultralow Dielectric Loss:
A New Frontier for 6G Telecommunications”
 早稲田大学・教授　小柳津  研一
 早稲田大学・講師　渡 辺　清 瑚

（令和7年10月5日）
・Electronics Weekly
「Spinel sulphide LEDs emit from orange to blue」
 東京科学大学・助教　半 沢　幸 太
 東京科学大学・教授　平 松　秀 典

（令和7年10月6日）
・SOLAR DAILY
「Next-generation LEDs and solar cells powered 
by new spinel-type sulfide semiconductor」
 東京科学大学・助教　半 沢　幸 太
 東京科学大学　・講師　平 松　秀 典

（令和7年10月6日）
・日刊工業新聞
｢誘電正接0.001未満 早大･ダイセルが低誘電材料｣
 早稲田大学・教授　小柳津  研一
 早稲田大学・講師　渡 辺　清 瑚

（令和7年10月9日）
・河合塾「みらいぶっく」
「熱電変換　半導体デバイスからの排熱を、2次電池に
蓄電して再利用するシステム」

早稲田大学・准教授　出 浦　桃 子
（令和7年10月13日）

・CE&N
「Slime-like electrolyte promises safe, recyclable batteries」
 東京科学大学・准教授　安井  伸太郎

（令和7年10月17日）
・日本経済新聞
「名大、アモルファスシリカナノシートの厚みを
1ナノメートルより薄い精度で制御することに成功」
 名古屋大学・助教　山 本　瑛 祐
 名古屋大学・教授　長 田　　 実

（令和7年11月5日）

・第15回 CSJ化学フェスタ 優秀ポスター発表賞
｢アントラセン-ナフトキノン付加体に基づく可逆架橋
ネットワークの設計とレオロジー評価｣
 早稲田大学・M1　尾 形　颯 紀

（令和7年11月27日）
・2025年度 第24回 日本金属学会東北支部研究発表大会優秀ポスター賞
「共晶誘起デアロイングにより作製したFe-Mg継手の強
度に与える複合構造の影響」

東北大学・D3　倉 林　康 太
（令和7年11月28日）

・日本セラミックス協会 東海北陸支部学術研究発表会 優秀講演賞
「ナノシート精密集積による単結晶性セリア/アモル
ファスジルコニア超格子の作製」

名古屋大学・M2　片 岡　恵 人
（令和7年11月29日）

・日本セラミックス協会 東海北陸支部学術研究発表会 優秀講演賞
「パラジウム（Pd）ナノシートの精密合成と光学応用」

名古屋大学・M2　石 原　奈 々
（令和7年11月29日）

・日本セラミックス協会 東海北陸支部学術研究発表会 優秀講演賞
「層状ペロブスカイト酸フッ化物 RbLnTiNbO₆F(Ln = La, 
Ce, Pr, Nd)の結晶構造と剥離ナノシート挙動の関係」
 名古屋大学・M2　石 神　悠 太

（令和7年11月29日）
・日本セラミックス協会 東海北陸支部学術研究発表会 優秀講演賞
「固相界面活性剤を鋳型に用いた単結晶性酸化チタンナノシートの合成」
 名古屋大学・M2　山 本　彩 加

（令和7年11月29日）
・The 38th International Symposium on Superconductivity
(ISS2025) Best Student Award
“Crystal Growth and Superconducting Properties of 
Novel NbS₂-based Intercalated Compounds”

東京科学大学・M2　加 藤　大 尊
（令和7年12月4日）

・ICMaSS 2025 Outstanding Presentation Award
“A Novel Synthesis of Ga-Doped ZnO Nanosheets 
for Photodetectors Application”

名古屋大学・M2　Vivid Meelab
（令和7年12月14日）

・Mate+研究発表賞
「電解めっきポーラス銅/はんだ複合構造を有する接合部の諸特性の評価」

大阪大学・M2　平 瀬　加 奈
（令和7年12月26日）

・Mate+研究発表賞
「表面改質したZrO₂ナノ粒子を添加したSn-52In複合
合金の凝固メカニズムの検討」

大阪大学・D2　新 田　隼 也
（令和7年12月26日）

・マテリアルDX若手研究者ワークショップ 学生優秀発表賞
「ゲル化能を有する化学合成エラスチンの配列探索と構造・物性評価」

東京科学大学・M1　玉 置　大 智
（令和8年1月15日）

・第24回 LBB Bio Future Research Encouragement 
Prize研究発表会 大学院博士課程の部 最優秀賞
「自己修復性タンパク質ゲルと多糖からなる消化管縫合不全防止材料」

東京科学大学・D2　中 野　友 太
（令和8年1月21日）

・第24回 LBB Bio Future Research Encouragement 
Prize研究発表会 大学院博士課程の部 優秀賞
「感染性骨欠損の再建を目指した光駆動型骨補填材」

東京科学大学・D1　窪木  マリ耶
（令和8年1月21日）

・第24回 LBB Bio Future Research Encouragement 
Prize研究発表会 大学院修士課程の部 優秀賞
「立体化学に基づくホウ素錯体の動的結合制御とハイドロゲルへの応用」

東京科学大学・M1　佐々木駿太郎
（令和8年1月21日）

・第24回 LBB Bio Future Research Encouragement 
Prize研究発表会 大学院修士課程の部 優秀賞
「全身投与型mRNA送達システム実現に向けた人工
タンパク質カプセルの開発」

東京科学大学・M1　濱 田　萌 花
（令和8年1月21日）

・つくば医工連携フォーラム2026 研究奨励賞
「立体化学に基づくホウ素錯体の動的結合制御とハイドロゲルへの応用」

東京科学大学・M1　佐々木駿太郎
（令和8年1月23日）

・IEEE磁気学会 名古屋支部若手研究者会議 優秀発表賞
“Modulation of extrinsic anomalous Nernst 
effect in nanoporous Co thin films”
 名古屋大学・D2　辻 本　卓 哉

（令和8年1月28日）
・一般社団法人 軽金属学会2025年度 軽金属希望の星賞
「真空蒸留法により作製した超高純度Mgの溶解性に及ぼすZnの影響」
 東北大学・M2　佐々木  和真

（令和8年1月30日）
・第31回 電子デバイス界面テクノロジー研究会（EDIT31）
若手奨励賞（服部健雄賞・ポスター講演部門）
「古典分子動力学法HfO₂結晶の強誘電体特性のシミュレーション」

早稲田大学・M1　大 場　淳 平
（令和8年2月2日）

・2025年度 日本バイオマテリアル学会 東北ブロック交流会 
最優秀ポスター発表賞
「生体用Co-Cr-W-Ni合金の安定性と積層欠陥エネルギー：
軽元素の影響に関する計算材料学的検討」

東北大学・D1　檜 山　　 快
（令和8年2月18日）

・自動車技術会 大学院研究奨励賞
「レーザ粉末床溶融結合におけるマルテンサイトの
分解促進を指向したTi合金設計原理の構築」
 大阪大学・D3　寺 前　拓 馬

（令和8年2月24日）
・国際会議BFBC2026 Best Student Poster Award（共同受賞）
“Functional response and self-repair processes 
after focal injury in artificial neuronal networks 
with hierarchically modular structure”

東北大学・D2　渡 邉　啓 太
（令和8年2月27日）

・日本金属学会 2026年春期講演大会 優秀ポスター賞
「ゼロショット大規模言語モデルに基づく高速な材料
物性予測モデルの開発」
 東京科学大学・M1　山 本　竜 馬

（令和8年3月17日）
・計測自動制御学会 優秀学生賞
 大阪大学・M2　吉 田　　 環

（令和8年3月25日）
・日本化学会 東海支部長賞
「酸化チタンナノシートの水解離触媒特性における
遷移金属元素ドーピング効果の評価」
 名古屋大学・B4　白 井　　 歩

（令和8年3月25日）

行事リスト
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・10月4日 ……………………………………………………………〈早稲田大学〉
International workshop on epitaxial 2D materials 2025
（国際エピタキシャル2次元材料研究会）
・11月26日……………………………………………………………〈名古屋大学〉
第7回出島コンソーシアムセミナー

・12月3日 ………………………………………………………………〈大阪大学〉
接合科学研究所・東京セミナー

２０26年 ===============================================
・3月14日 …………………………………………………………〈東京科学大学〉
令和7年度公開討論会（第8回出島コンソーシアムセミナー）

・3月26日 ………………………………………………………………〈大阪大学〉
第2回アドバイザリーボードフォーラム

・5月25日 ………………………………………………………………〈大阪大学〉
接合科学研究所・第23回産学連携シンポジウム（第9回出島コンソーシアムセミナー）

・10月15日…………………………………………………………〈東京科学大学〉
国際会議DEJI2MA-6（国際会議STAC-16との共催）

・第20回ロレアル－ユネスコ女性科学者 日本奨励賞
「人工生命の創製に向けた天然アミノ酸由来の核酸
による化学的な遺伝情報伝達系」

東京科学大学・助教　沖田  ひかり
（令和7年10月2日）

・International Symposium on Green Processing for Advanced 
Ceramics(IGPAC)2025,Yong Scientist Award Platinum Prize
“An Entangled Material Made from Fiber Aerosol 
Deposition Method Synthesis of Fiber Deposits 
Using Aerosol Deposition Method”
 東京科学大学・特任助教　Hongwu Yu

（令和7年10月7日）
・第8回 APT Outstanding International Contribution Award
 大阪大学・助教　小 澤　隆 弘

（令和7年10月14日）
・令和7年度 環境大臣表彰　廃棄物・浄化槽研究開発功労者
 大阪大学・教授　近 藤　勝 義

（令和7年10月16日）
・第20回 ナノ・バイオメディカル学会 学会賞
「酵素反応を利用したRNA内包タンパク質ケージの
自己組織化機構の制御と理解」
 東京科学大学・助教　堀　　 真 緒

（令和7年10月23日）
・BioSpine Japan研究会 最優秀演題賞
「ポリリン酸カルシウムからなる新規生体材料はマウス脊椎後方
固定モデルにおいて自家骨と同等の骨形成・骨癒合を実現する」

東京科学大学・講師　江 川　　 聡
（令和7年11月1日）

・石田實記念財団 研究奨励賞
「人工神経細胞回路を用いた脳情報処理の探求と工学応用に関する研究」

東北大学・准教授　山 本　英 明
（令和7年11月7日）

・大阪大学 大阪大学賞 若手教員部門
大阪大学・助教　山 下　享 介

（令和7年11月28日）
・令和7年度 赤﨑賞
「固相界面活性剤を用いた二次元材料の精密合成」
 名古屋大学・助教　山 本　瑛 祐

（令和8年3月2日）
・17th HOPE MEETING HOPE Award for the Best 
Poster Presentation/Best Poster Presentation Award
“Elucidation of the Possibility of XNA in Origin of Life”
 東京科学大学・助教　沖田  ひかり

（令和8年3月6日）
・日本鉄鋼協会 俵論文賞
「固相抵抗スポット接合の接合界面形成機構と継手特性」
 大阪大学・教授　藤 井　英 俊

大阪大学・特任教授　潮 田　浩 作
大阪大学・特任准教授　森 貞　好 昭
大阪大学・特任研究員　釜 井　正 善

（令和8年3月11日）
・公益財団法人 日本金属学会 第32回 増本量賞
「軽元素メタラジーに基づく生体用金属材料の機能発現」

東北大学・教授　成 島　尚 之
（令和8年3月11日）

・第43回 永井科学技術財団 学術賞
「酸化物全固体Naイオン二次電池用負極層の開発」

名古屋大学・特任准教授　長谷川  丈二
（令和8年3月13日）

・日本セラミックス協会 第38回 秋季シンポジウム
「ナノクリスタルが拓く新しいセラミックス技術」最優秀発表賞
「界面活性剤結晶への過熱蒸気処理による単結晶性金属酸化物・
オキシ水酸化物ナノシートの合成」

名古屋大学・M2　中 村　健 生
（令和7年9月17日）

・STAC15 2025 Silver Prize Poster Award
“Fabrication and Electrical Properties of (Pb1-xSnx)S 
Epitaxial Thin Films with Reversible 2D-3D Structural 
Transition”

東京科学大学・M2　田 中　大 士
（令和7年10月1日）

・STAC15 2025 Bronze Prize Poster Award
“Synthesis and Thermoelectric Properties of 
Scandium Sulfide with Defective Rock-salt-type 
Crystal Structure”
 東京科学大学・M1　湧 上　　 樹

（令和7年10月1日）
・第25回 日本歯科医学会学術大会　ポスター賞
「チタン表面へのマグネシウム薄膜形成による抗菌性
および骨形成促進能の付与」

東京科学大学・D4　三 宅　理 沙
（令和7年10月6日）

・第5回 日本チタン学会講演大会 優秀ポスター賞
「SEM-DIC法によるTi-Nb-Al形状記憶合金における
マルテンサイト逆変態の歪み解析」

東京科学大学・M1　晝 間　悠 斗
（令和7年10月10日）

・Student Paper Award 2nd Place,The 44th 
annual International Congress on Applications of 
Lasers & Electro-Optics (ICALEO2025)
“Multi-Beam Laser Metal Deposition of Pure Copper 
on a Titanium Substrate with Blue Diode Lasers for 
Surface Functionalization of Dental Implants”

大阪大学・M2　吉 田　　 環
（令和7年10月15日）

・第74回 高分子討論会 優秀ポスター賞
“Development of Injectable Hydrogels with 
Tunable Gelation Time via Multi-Substituted 
Dioxazaborocane Structures”

東京科学大学・M2　Yingfu Zhao
（令和7年10月23日）

・2025年 繊維学会秋季研究発表会 優秀ポスター発表賞
「ゲル化能を有する化学合成エラスチンの最小配列探索」
 東京科学大学・M1　玉 置　大 智

（令和7年10月28日）
・TACT 2025 International Thin Films Conference 
Best Poster Award
“Designing Plasmonic Au@CdS Yolk@shell 
Nanostructures for Enhanced Photocatalysis”

東京科学大学・M1　Her Junghoe
（令和7年10月29日）

・TACT 2025 International Thin Films Conference 
Oral Presentation Bronze Award
“Hydrothermally Synthesized Spinel CoCr₂O₄ for 
Photodegradation of Organic Dyes”

東京科学大学・D1　YuHao Chen
（令和7年10月29日）

・TACT 2025 International Thin Films Conference 
Oral Presentation Silver Award
“Electrodeposition of Cu/Polyaniline Composite Electrode 
for Non-Enzymatic Electrochemical Glucose Sensors”
 東京科学大学・M2　Runze Huang

（令和7年10月29日）
・UVSORシンポジウム2025　最優秀学生発表賞
「H₂Pc/Fe₂N 有機―無機ハイブリッド界面における
N原子の電子状態から明らかにする磁気結合状態」

名古屋大学・D2　小 野　広 喜
（令和7年10月31日）

・ISBE2025 Young Researchers Poster Award
“Effect of Co Addition and Aging Heat Treatment 
on Superelasticity of Biomedical Ti‒Co‒Al Alloys”

東京科学大学・D1　温 　　龍 一
（令和7年10月30日）

・TSCFA2025 優良論文賞
“Supercritical CO₂-assisted Electropolymerization of 
Pyrrole as Supporting Materials for Catalytic Electrodes”
 東京科学大学・D1　Punvinai Vinaisuratern

（令和7年10月30日）
・粉体粉末冶金協会 2025年秋季大会 優秀講演発表賞
「高品質HSQマスク法BiFe0.9Co0.1O₃ナノドットのドメイン構造評価」
 東京科学大学・M2　中 山　　 創

（令和7年10月30日）
・The 10th International Symposium on Biomedical 
Engineering(ISBE2025)Young Researcher Poster Award
“Sequence Exploration of Synthetic Elastin 
for Chain Shortening”
 東京科学大学・M1　Daichi Tamaoki

（令和7年10月31日）
・ISBE2025 Young Researchers Poster Award
“Electrocatalytic Glucose Sensing with Atomic 
Scale Gold-Modified Polyaniline Derivatives”

東京科学大学・D2　岡 本　奎 祐
（令和7年10月31日）

・日本金属学会 第8回 第7分野講演会 優秀ポスター賞
「生体用複合材料に用いられるNi-Mn-Ga単結晶粒子の
変形挙動における機械トレーニングの影響」

東京科学大学・M2　藤 野　　 匡
（令和7年11月1日）

・日本金属学会 第8回 第7分野講演会 優秀ポスター賞
「放射光を用いた生体用β-Ti合金単結晶における
応力誘起マルテンサイトのIn-situ XRD測定」
 東京科学大学・M2　 小野　晃 生

（令和7年11月1日）
・日本金属学会 第8回 第7分野講演会 最優秀ポスター賞
「生体用Ti-Co-Al合金の超弾性特性に及ぼす
Co添加量と時効熱処理の影響」
 東京科学大学・D1　温 　　龍 一

（令和7年11月1日）
・2025 ICGET-Tw Merit Award 
“Morphologies Control of Electrodeposited 
Polypyrrole in Supercritical Carbon Dioxide and 
Water Emulsion with Various Volume Ratios”
 東京科学大学・D1　Punvinai Vinaisuratern

（令和7年11月2日）
・2025 ICGET-Tw Honorable Mention
“Visible-Light-Driven Degradation of Organic Dyes Using 
Spinel CoCr₂O₄ Prepared via Hydrothermal Method”

東京科学大学・D1　YuHao Chen
（令和7年11月2日）

・2025 ICGET-Tw Honorable Mention
“Electrodeposited Cu/Polyaniline Composites as 
High-Performance Glucose Catalytic Electrodes”

東京科学大学・M2　Runze Huang
 （令和7年11月2日）
・第47回 日本バイオマテリアル学会大会 優秀研究ポスター賞
「自己修復性タンパク質ゲルと多糖からなる消化管縫合不全防止材料」
 東京科学大学・D2　中 野　友 太

（令和7年11月11日）
・MRST2025 Honorable Mention in the English 
Presentation Contest
“Piezocatalytic Decomposition of Malachite Green 
by Na-doped Spinel NiFe₂O₄ Nanoparticles”
 東京科学大学・M2　Xinyu Jin

（令和7年11月15日）
・日本金属学会 第1回 格子欠陥基礎機能研究会
Best Poster Award for Young Scientists
「Ti-23Nb-3Al形状記憶合金におけるマルテンサイト
逆変態のSEM-DIC解析」
 東京科学大学・M1　晝 間　悠 斗

（令和7年11月16日）
・The 39th Japan-Korea International Seminar on 
Ceramics(KJ-Ceramics39)Best Presentation Award
“Antibacterial activity of titanium dioxide nanorods 
layer formed on titanium surface”
 東京科学大学・M2　Taiyo Yukawa

（令和7年11月21日）
・一般社団法人 日本神経回路学会 2025年度優秀研究賞
「STDP則のアナログCMOS回路実装と分類タスクへの応用」
 東北大学・M2　飯 田　陽 介

（令和7年11月22日）
・JAAA2025 シンポジウム賞
「固相抵抗スポット接合した炭素鋼継手の水素脆化挙動」

大阪大学・M1　谷 尾　朋 洋
（令和7年11月27日）

・第149回 金属材料研究所講演会 優秀ポスター賞
「ハニカム構造を有するジチオレン誘導体配位子を
用いたMo(Ⅳ)錯体の合成と物性評価」

東北大学・M2　関 根　幹 人
（令和7年11月27日）

・第149回 金研講演会 優秀ポスター賞
“Enhancing the clinical applicability of recycled 
dental zirconia through microstructural and 
optical optimization by ball milling”

東北大学（歯学研究科）・M4　Hui Yang
（令和7年11月27日）

・第15回 CSJ化学フェスタ 優秀ポスター発表賞
｢ポリ(フェニレンスルフィド)骨格を有する両親媒性
ブロック共重合体の合成と接着特性｣
 早稲田大学・M1　戸 崎　祐 吾

（令和7年11月27日）

・第15回 CSJ化学フェスタ 優秀ポスター発表賞
｢有機レドックスフロー電池の活物質に適用する
ポリマーナノ粒子の表面特性制御｣

早稲田大学・D1　石 神　航 平
（令和7年11月27日）

・第15回 CSJ化学フェスタ 優秀ポスター発表賞
｢ドーパントフリーな正孔輸送性ポリマーのπコアユニットの
分子設計と全無機ペロブスカイト太陽電池への適用｣
 早稲田大学・M1　尾 形　颯 紀

（令和7年11月27日）
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　国際・産学連携インヴァースイノベーション材料創出プロジェクト（DEJI2MAプロジェクト）の令和7年度公開討論会（第8回出
島コンソーシアムセミナー）が、2026年3月14日（土）に東京科学大学湯島キャンパス3号館において開催されました。まず、今回
の開催校である東京科学大学総合研究院生体材料工学研究所の影近弘之所長、および主幹校である大阪大学接合科学研究
所の藤井英俊所長の開会挨拶で始まりました。また、文部科学省研究振興局大学研究基盤整備課の俵幸嗣課長よりビデオメッ
セージをいただき、本プロジェクトへの大きな期待が寄せられました。
　今回の公開討論会では、川路均先生（東京科学大学総合研究院フロンティア材料研究所）、Ruben Canton-Vitoria先生
（名古屋大学未来材料・システム研究所／大阪大学接合科学研究所）、梅津理恵先生（東北大学金属材料研究所）、川下将一
先生（東京科学大学総合研究院生体材料工学研究所）、田代真一先生（大阪大学接合科学研究所）、乗松航先生（早稲田大学
基幹理工学部）から、連携研究活動の報告や最新
の研究成果について発表があり、活発な質疑応答
が行われました。途中、ポスターセッションを挟み、当
該プロジェクトで取り組む環境・エネルギー材料分
野、バイオ・医療機器材料分野、情報通信材料分野、
要素材料・技術開発分野から71件のポスター発表
が行われました。出島コンソーシアムの企業会員と
も積極的な議論が交わされ、今後の共同研究の展
開に向けた意見交換が行われました。活発な議論
はその後の情報交換会まで引き続き行われ、イン
ヴァースイノベーション材料創出のための大変有益
な機会となりました。参加者は103名で、公開討論
会は成功裏に終了しました。

令和7年度公開討論会 開催報告会
議
報
告

影近先生挨拶

ポスター発表 ポスター発表

Ruben先生講演
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令和7年度6研究所連携プロジェクト各分野研究課題（抜粋）

1. 高張力鋼板とマグネシウムの抵抗スポット接合技術に関する研究  
 （阪大接合研－東北大金研）

2. 摩擦攪拌接合した二相ステンレス鋼の低温変形中その場
中性子回折法による変形挙動解析 

（阪大接合研－東北大金研）
3. Fe-Mg異種接合部の異種接合部の微細組織構造に基づく
強度最適化指針の提案 （阪大接合研－東北大金研）

4. NiメッキCu合金コンタクトチップの高耐久化
（阪大接合研－東北大金研）

5. 非混和性材料機械的接合部の微細組織構造再構成を利用した
引張特性評価手法の検討 （阪大接合研－東北大金研）

6. アーク溶接及びWAAMのプロセス原理解明と精密制御技術の開発  
（阪大接合研－東北大金研）

7. プラズマ触媒作用による低温・高活性ガスコンバージョンプロセスの創生  
 （阪大接合研－名大未来研－東北大金研）

8. 水との相界面を反応場とするグリーン粒子合成と特性評価 
（阪大接合研－名大未来研）

9. Fabrication of hydrogen fuel catalysts with macro and 
meso porosity by stereolithography and high temperature 
liquid metal dealloying （阪大接合研－東北大金研）

10. 高次構造制御ナノチタン酸化物により水質浄化を実現する環境配慮型水処理技術
の確立 （東北大金研－阪大接合研－東京科学大医歯学総合研究科－企業）

11. ありふれた元素からなる高性能熱電変換材料の設計と開発 
（東京科学大フロンティア材料研－名大未来研）

12.リン酸ビスマスナノ粒子触媒によるメタンの直接酸化反応  
（東京科学大フロンティア材料研－名大未来研）

13. 渦輪による密度成層流体の混合に関する数値的研究 
（名大未来研－早大ナノ・ライフ機構）

14.プラズマ触媒作用によるメタネーション技術の創生 
（阪大接合研－名大未来研）

15. ナノ材料の低次元・多元素化と界面機能探索  
 （阪大接合研－名大未来研）

16. 原子膜技術による革新的蓄電デバイスの創成 （名大未来研）
17. 異常ネルンスト効果を基軸としたスピン熱磁気発電材料の開発 

（名大未来研－東北大金研）
18. 異常ネルンスト効果を基軸としたスピン熱磁気発電デバイス化技術

の開発 （名大未来研－東京科学大フロンティア材料研）
19. 熱分解誘起相分離を用いた機能性セラミックス粒子の創成  

（名大未来研－東京科学大フロンティア材料研）
20.CeO2系ナノ粒子によるナノギャップ酸素センサー  
 （名大未来研－東京科学大フロンティア材料研）

21. 水溶媒が創出する新規吸着材  
 （名大未来研－東京科学大フロンティア材料研）

22. 無機ナノシートの構造物性解明  
 （名大未来研－東京科学大フロンティア材料研）

○環境・エネルギー材料分野
23.  低温作動固体酸化物形燃料電池の高次ナノ・ミクロ構造制御 

（名大未来研－阪大接合研）
24. 多孔性ナノシート化の合成基盤確立と革新的熱電材料の創成  
 （名大未来研－早大ナノ・ライフ機構）

25. 欠陥制御による蓄電材料開発 （名大未来研）
26. 有機レドックスフロー電池の開発 （早大ナノ・ライフ機構）
27. 窒化物半導体の熱電材料応用 （早大ナノ・ライフ機構）
28.ダイヤモンド省エネデバイス （早大ナノ・ライフ機構）
29. 有機固体電解質の開拓と全固体二次電池への応用 

（早大ナノ・ライフ機構）
30. ナノシート熱電変換デバイスの開発  
（早大ナノ・ライフ機構－名大未来研－東京科学大フロンティア材料研）

31. 先進的合成手法を駆使した高機能非鉛材料の探索  
 （東京科学大フロンティア材料研－東北大金研）

32. 計算科学に立脚した新規無機材料の設計・探索  
 （東京科学大フロンティア材料研－東北大金研）

33. 機械学習を用いた半導体・誘電体材料探索手法の開発  
 （東京科学大フロンティア材料研－東北大金研）

34. 高難度酸化反応を可能とする金属酸化物触媒の開発  
 （東京科学大フロンティア材料研－東北大金研－名大理学研究科）

35. 高機能複相銅合金創製のための基礎的・実践的研究  
 （東北大金研－阪大接合研）

1. 表面組成・構造制御による抗菌・ウイルス不活化機能の向上  
 （阪大接合研－東京科学大フロンティア材料研）

2. 造形場の温度制御による高強度LPBF Ti64合金の集合組織の
微細化と等方化 （阪大接合研－東北大金研）

3. Future directions in medical alloy design: Ti-based alloys and their fabrication 
via additive manufacturing techniques （阪大接合研－東北大金研）

4. 可視光応答型酸化チタンの開発および医療応用  
 （東北大金研－東北大歯学研究科－東京科学大生材研）

5. がん治療用セラミックスの創製  
 （東北大歯学研究科－東京科学大生材研－阪大接合研）

6. マイクロ流体デバイスを用いた培養神経回路の構造機能制御  
 （東北大電気通信研究所－早大ナノ・ライフ機構）

7. 天然ミネラルを活用した口腔内環境改善と疾患予防  
（東北大金研－阪大接合研－民間企業）

8. 金属ガラスの温間加工性を向上するための加熱条件最適化解析  
 （東北大金研－阪大接合研）

9. インプラント表面のマテリアルデザイン－生体活性と抗菌性の両立－
 （東北大金研－東京科学大物質理工学院）
10. 光造形プロセスにおける組織制御法の確立と人工歯冠への
多次元機能発現 （東北大歯学研究科－阪大接合研）

11.セラミック人工歯の光造形アディティブ・マニュファクチャリング  
 （東北大金研－名大未来研－阪大接合研－東北大歯学研究科）

12. 歯科用セラミック部材の精密アディティブ・マニュファクチャリング  
（東北大金研－名大未来研－阪大接合研－東北大歯学研究科）

13. 生体用形状記憶合金の開発と機能評価表  
 （東北大歯学研究科－東京科学大フロンティア材料研）

14. 可視光応答型TiO2による抗菌・抗ウイルス表面の創製  
 （東北大工学研究科）

15. ナノチタン酸化物の高次構造・集積制御
 （東京科学大医歯学総合研究科－阪大接合研－東北大金研）
16. 鉄含有チタン二相合金の強度解析手法の確立と強化因子の特定 

（阪大接合研－東北大金研）
17. 超高靭性なセラミックス骨修復材料の創製 （東京科学大生材研－阪大）
18. 診断と治療を両立する多機能骨修復材料の創製  
 （東京科学大生材研－名大）

19. 積層造形金属と歯科材料の接着 （東京科学大）
20. 荷電ハイドロキシアパタイトを用いた下肢虚血に対する血管新生治療 

（東京科学大）
21. X線造影性と強度を兼ね備えた新規歯内療法用セメントの開発  

（東京科学大）
22. 積層造型法を用いたスポーツ用フェイスシールドの開発・評価  

（東京科学大）
23.ボロン酸保護基を応用した新規開裂反応化学の開拓 

（東京科学大生材研）
24. 新規ボロン酸複合体の構造解析 （東京科学大生材研）
25. 新規ボロン酸複合体の電子状態の解析 （東京科学大生材研）
26. ボロン酸複合体の開裂反応速度制御による高分子機能材料の創成 

（東京科学大生材研）
27. 新規インジェクタブルゲルの開発 （東京科学大生材研）
28. 貼るだけ人工膵臓の開発 （東京科学大生材研）
29. mRNAデリバリー技術の開発 （東京科学大生材研）
30. 経皮的な服薬管理技術の開発 （東京科学大生材研）
31.ボロン酸による分子認識を応用した診断・治療技術
 （東京科学大生材研－東北大）
32. 環境発電応用に向けた高分子エレクトレットの創製 

（東京科学大生材研－名大未来研）

○バイオ・医療機器材料分野
33. 人工タンパク質ナノファイバーの構造解析 

（東京科学大生材研－東京科学大フロンティア材料研）
34.リン酸カルシウム系化合物の骨形成促進的新規人工骨による
骨形成実験 （東京科学大）

35. アモルファスMg-Ca膜によるインプラント表面の開発 （東京科学大）
36. 水との相界面を反応場とする粒子合成と機能探索 

（阪大接合研－名大未来研）
37. 気流制御と深紫外線LEDの融合によるウイルス不活化装置の開発 

（名大未来研－早大ナノ・ライフ機構）
38.ウイルス不活化機能をもつエアカーテン装置の創出

（名大未来研－早大ナノ・ライフ機構）
39. 血管治療機器用AuCuAl生体用形状記憶合金の開発  

（東京科学大フロンティア材料研－東京科学大生材研－東北大歯学研究科）
40. 貴金属系次世代カテーテルおよび生体適合性形状記憶合金の開発  

 （東京科学大フロンティア材料研－東北大歯学研究科）
41. 歯科インプラント材料への新機能創製のためのレーザー加工技術の開発 

（阪大接合研－東北大金研－東京科学大フロンティア材料研）
42. Additive manufacturing of Ti-Mo-Zr alloys: a pathway to 

superior mechanical properties and bioactivity
 （阪大接合研－東北大金研）
43. 大気圧非平衡低温プラズマ照射による異材接合技術の開発と生体材料への

応用に向けた適合性評価 （阪大接合研－東京科学大生材研）
44.αチタン合金の底面配向制御による高剛性化  
 （阪大接合研－東北大金研）

45. 光応答型抗菌・骨形成促進性ジルコニア系コーティングの開発  
 （東京科学大）

45. 口腔内環境を改善する持続放出型抗菌性義歯床用材料の開発  
 （東京科学大）

1. マルチスケール材料融合によるはんだ材料の高機能化 
（阪大接合研－東北大金研）

2. アモルファス半導体を用いた薄膜トランジスタの低温形成に向けたプラズマ
プロセス技術の開発 （阪大接合研－東京科学大フロンティア材料研）

3. Mn-Bi電析膜の作製と磁気特性  
 （東北大金研－早大ナノ・ライフ機構）

4. 新規ハーフメタル型フェリ磁性体の探索研究 （東北大金研）

5. ナノ構造誘起規則化法による強磁性体ナノワイヤを用いたスピンデバイスの創製 
（東京科学大フロンティア材料研－名大未来研）

6. 強誘電ナノシートによるナノクロスポイント強誘電トンネル接合の開発 
（東京科学大フロンティア材料研－名大未来研）

7. 非晶質Fe3O4‒Bi2O3‒B2O3の光電子物性  
（東京科学大フロンティア材料研－名大未来研）

8. 反応性スパッタ法を用いた重金属窒化物の薄膜成長  
 （東京科学大フロンティア材料研－名大未来研）

○情報通信材料分野
9. 室温ナノシート集積技術の高度化とセラミックス製造の革新  
 （名大未来研－阪大接合研）

10. 計算科学・データ科学を活用した新無機半導体の設計と開発 
（東京科学大フロンティア材料研－早大ナノ・ライフ機構）

11.アモルファス酸化物半導体の新規応用の開拓 
（東京科学大フロンティア材料研－阪大接合研）

1. Mo固溶ジルコニウムクロム銅作製基盤確立と革新的コンタクトチップの創成
（東北大金研－阪大接合研）

2. 金属ガラスの温間インプリント加工に関する数値解析と実験検証
（東北大金研－阪大接合研）

○要素材料・技術開発分野
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